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ある新聞報道によると２０年後のわが国では，地方ばか

りではなく都市部でも医師不足が深刻になるとされてい

る。人口が減って，医師数は確実に増える中，なぜ？と

思われる方も多いと思う。実際の医師の数は人口ではな

く医療ニーズによって決まるので，これからわが国で高

齢者が爆発的に増えれば，確実に不足するわけである。

高齢者で多い病気で社会的に負担が大きい病気の代表格

に脳卒中と認知庄がある。例えば脳卒中は全国の死因統

計では，癌と心臓病につづく第３位であるが，死亡しな

くなった分後遺症に悩む方が急増している。脳卒中後遺

症にかかる介護保険は年間２兆円を超えている。事業仕

分けも大切であるが，脳卒中を早期治療して後遺症を少

なくしたり，後遺症を治す治療を開発することが日本だ

けではなく高齢化が進む先進諸国ではきわめて重要にな

る。

本特集では脳卒中の予防や急性期から慢性期の後遺症

の治療までと認知症治療の最前線について専門家の先生

方にご執筆いただいた。この特集が医療従事者の方々に

必ずや，お役に立てると自負している。
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